　憲　　法
第１回（令和５年１１月６日（月））
１　「日本国憲法」の世界へ

　※テキスト：『日本国憲法』上田正一、条文プリント

（１）「憲法」とは何か？（ｐ１～）
立憲主義憲法＝国民の自由を保障するために国民が国家権力を制限するルール
（制限規範としての憲法）

　国家権力が国民に対して「できること」⇔「してはいけないこと」

　人権保障＋統治機構（権力分立）

「権力」とは？

　…相手の意思を無視して，人を従わせる力

「国」とは？

※国家権力・・・警察、軍隊、徴税、裁判（刑事・民事）、矯正施設（刑務所等）
（２）なぜ「憲法」がある（＝制定された）のか？（ｐ４～）
→国家を作る際に、国民が国家権力を制限して、国民の人権を保障するため。

　　　「国家権力は国民の人権を侵害しやすい」という歴史
（３）日本の憲法はどのようにしてできたか？（ｐ８～）

日本国憲法の特徴（明治憲法との比較）

　　　①国民主権（←天皇主権）

　　　②基本的人権の尊重（←法律の範囲で臣民の権利）

　　　③平和主義（←軍部の暴走）

※近代立憲主義憲法の基本原理（「人類普遍の原理」）

　　　　①人権尊重

　　　　②法の支配（←人の支配）
　　　　③権力分立（←権力集中）
　　　　④国民主権
（３）誰が「憲法」を制定したのか？（ｐ１８）
国家権力が誰に属するか

　《国民主権》・・・国民が憲法を制定し（憲法制定権力）、

立法権・行政権・司法権を創設する（立憲民主政モデル）。

　　※代表制論：国民はどのようにして権力を行使するか（ｐ１１４～）
　　　　　　　　国民→国会→内閣（→裁判所）

⇔《君主主権》・・・国王が神から直接授かった権力を，
憲法で自己制限する（立憲君主政モデル）

（４）日本国憲法の守ろうとする価値は何か？（ｐ１９）
個人の尊厳（個人主義）：全体を構成する個人に価値の根源を認める（24条2項参照）
　⇔　国家や団体の利益（全体主義・家父長主義）

　　　⇔　自分だけの利益（利己主義）
２　平和主義

　

9条の様々な解釈（ｐ２７～）
　→閣議決定による解釈変更や改正議論に
３　基本的人権の保障
（１）なぜ「人権」なのか？（ｐ３３）
人権＝人が人であるということだけを理由に認められるべき権利（天賦人権説）
※個人主義の思想（個人の尊重）
　　集団（全体）を、個人（部分）の福祉を実現するための手段とみる。

　　全体主義・家父長主義（家制度）の否定

（２）憲法は「人権」をどのように定めているか？（ｐ３４）
　　第3章「国民の権利及び義務」

　　※人権の享有主体・・・「国民」の範囲は？（ｐ３６）
→外国人の人権

　　　　　　　　　　　　　　女性の人権

子ども（未成年者）の人権
天皇・皇族の人権

　　　●参政権（選挙権・被選挙権）：成年者のみ（15条3項）。公職選挙法へ
　　　●教育を受ける権利（26条1項）：子どもの学習権。教育基本法へ
　　　●児童の酷使の禁止（27条3項）：労働基準法へ
　　※権力と自由の関係（ｐ１９）
　　①権力からの自由・・・国から妨害されない（自由権）
　　　②権力への自由・・・国政に参加できる（参政権）
　　　③権力による自由・・・①②の実現に必要な条件や環境を国に要求する（社会権）
　　※個別人権の源泉としての「個人の尊厳」（ｐ４５）
　個人の尊厳　・・・基本価値（24条2項）

　　　　　　↓　個人として尊重（13条）
　幸福追求権　（13条）・・・包括的人権

　　　　　　↓　具体化

　個別の人権　　　　　　　＋　　　　　　　　新しい人権　
平等権（14条）　　自由権（19条等）　　　　　プライバシー権
参政権（15条等）　社会権（25条等）など　　　人格権など

　　※平等原則（14条）（ｐ４８～）
　「機会の平等」（自由を重視）か「結果の平等」（平等を重視）か？
　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓

　　　　　　　　　　　　　　結果の不平等が拡大
　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓

　　　「形式的平等」（権力からの自由）から「実質的平等」（国家による平等）へ？
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